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こころひとつに笑顔で行進
2025年北カリフォルニア桜祭りに北米会員が集結

Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のなかに法華経の教
えを活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌
を通じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。
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「親孝行」とは何か
庭野日鑛

立正佼成会会長



会長法話
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モンゴル・エルデネット法座　グルゴー・ミャダグマー

仏さまの教えに照らされて、一人でも多くのひとの力になりたい

Spiritual Journey



Spiritual Journey
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Spiritual Journey
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まんが立正佼成会入門
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立正佼成会の施設

大聖堂

ご本尊さま（久遠実成大恩教主釈迦牟尼世

尊）を安置し、会員が修行する道場として

1964 年（昭和 39年）に建てられました。

法華経が円教と呼ばれることから円柱型に

建設され、まわりの八つの塔は八正道（Living 

the Lotus 2023 年 1 月号～ 4 月号に説明）を

あらわしています。4階はご本尊さまが安置さ

れているホール、5階から 7階は法座席になっ

ています。

2階が食堂、7階には「禅定の間」があります。

2006 年（平成 18 年）、免震工事がほどこさ

れ、リニューアルしました。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
大聖堂の正面玄関には三点の菩薩像の絵がか
かげられている。向かって右から、文殊菩薩、
普賢菩薩、弥勒菩薩だ。文殊菩薩は智慧、普賢
菩薩は実践・実行、弥勒菩薩は慈悲をあらわす。



まんが 立正佼成会入門
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立正佼成会発祥の地・修養道場

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

大聖堂ができるまで本部があった場所を立正

佼成会発祥の地・修養道場と呼んでいます。

170 坪の土地に、百畳敷の広さを誇る修養道

場ができたのは 1948 年（昭和 23年）12月。

すべて会員の奉仕でつくられました。開祖さま

も土運びなどに汗を流したといいます。

発祥の地には修養道場のほか、開祖さまと脇

祖さまの銅像が建ち、脇祖さまの住居だった妙

佼殿があります。

豆知識

開祖さまと脇祖さまの銅像は、1987 年（昭和

62年）に「立正佼成会発祥の地記念碑」が建て

られた時に安置された。修養道場を参拝した時

には境内を歩き、立正佼成会が創立されたころ

の様子をしのんでみよう。
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「法の子」を育てる

嫌いな人を好きになる

これまでは、「相手の言動をどう受けとめるか」という立場から考えてきまし

たが、自分がもっと大きく高まり、職場や社会も円滑に進歩向上していくため

には、もう一歩進んだ考え方が必要でしょう。

というのは、こちらから積極的に親切を尽くす、奉仕をする、助けるといっ

た行ないをとおして、自分と相手のあいだに何ものかを育てていくような、

ちょっとした心がけが必要なのです。そうしてお互いが親切にし合い、奉仕し

合い、助け合い、育て合っていくと、その働きが響き合って、職場も社会も明

るく、あたたかく向上進歩していくのです。

仏教で「布施」を菩薩行の第一にあげているのも、立正佼成会で「一人が一

人を導く」ことを目標としているのも、自ら進んで働きかける積極性を重視し

ているからにほかなりません。
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「一人が一人を導く」というのは、つまりは「法の子」を育てることです。

子どもが生まれると、親はその子を育てることに心を砕きます。育児の本を読

んだり、経験者に話を開いたりして、子どもが健全に育つように懸命になりま

す。「導きの子」を育てるのも同じことです。迷うこともあるでしょうし、そっ

ぽを向かれることもあるでしょう。そうしたいろいろな体験や試行錯誤を乗り

越えていくところにお互いの高まりがあり、喜びがあるのです。

人を育てることは、人間にとって大きな喜びの一つでしょう。お互いに切磋

琢磨していく関係に目をとめれば、その人は何ものにも代えがたい、ありがた

い人になるはずです。

「嫌いな人を好きになる」という問題にしても、自分自身を省みて自分が変

わり、相手の真実の相を見、柔らかな心をもつという三つの方法だけでなく、

何らかの形で相手に尽くすという積極性が、最後の決め手となるものと信じま

す。

 

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.77-78
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みなさん、こんにちは。6月になり、早くも一年の折り返しの時期を迎
えました。季節が春から夏に移り変わる節目となる梅雨入りも、ここ東京
ではもう間近に思われます。
さて、今月の会長法話のテーマは「親孝行」です。私にとっては、少々

耳の痛いテーマでもあります。というのも、私は秋田の親元を離れて上京し、
今年で 39 年になります。その間、病床にあった父を最期まで看病してく
れたのは、長姉とその家族でした。今年 90歳の卒寿を迎えた母の世話も、
同じく長姉にお願いしています。
母には少し認知症の症状が見られ、かつてはいろいろと苦労もありまし

たが、おかげさまで現在は定期検診を受けながら、デイサービスも利用し、
在宅で穏やかな老後を過ごしております。
昨年末、父の十三回忌法要のために帰省した際、40代の甥からふとこん

なことを言われました。
「お婆ちゃんは、叔父さんから電話があった日は、明らかに様子が違うん
だ。何というか、様子が活き活きして、顔つきなんかも一日中明るいんだよ。
だから、親孝行と思ってちょくちょく電話をもらえたら嬉しいんだけどな。」
気丈な性格の母ではありますが、老いの中で不安や不自由さを抱えてい

ることに、甥の言葉であらためて気づかされました。遠く離れて暮らして
いる私ですが、母の心に少しでも寄り添い、会長先生がお示しくださった「忠
恕」の実践に、日々心を込めて努めていこうと強く心に誓いました。

4月 29日、訪問先の台南教会の会員と
（最前列中央が赤川部長）


